
◉十五年戦争極秘資料集　補巻❶〜�
❶	毒ガス戦教育関係資料
	 内藤裕史 編・解説	 	定価　19,800円
❷	毒ガス戦関係資料Ⅱ
	 吉見義明・松野誠也 編・解説	 	定価　19,800円
❸	思想彙報Ⅱ
	 荻野富士夫 編・解説	 	定価　16,500円
❹	戦時下国民栄養の現況調査報告書〔昭和18年〕
	 金子　俊 編・解説	 	定価　16,500円
❺	第一次上海事変における第九師団軍医部「陣中日誌」
	 野田勝久 編・解説	 	定価　19,800円
❻	廬溝橋事件期支那駐屯憲兵隊　重松関係文書
	 北　博昭 編・解説	 	 定価　9,900円
❼	韓国併合始末 関係資料
	 海野福寿 編・解説	 	定価　10,450円
❽	軍隊警察の対立と憲兵司令部　重松関係文書Ⅱ
	 北　博昭 編・解説	 	 定価　9,900円
❾	南方地域現地自活教本
	 野田勝久 編・解説	 	 定価　9,350円
❿	戦後の皇軍  重松憲兵少佐綴
	 北　博昭 編・解説	 	 定価　9,900円
⓫	二反長音蔵・アヘン関係資料
	 倉橋正直 編・解説	 	 定価　9,350円
⓬	東亜諸民族の死亡に関する衛生統計的調査
	 金子　俊 編・解説	 	定価　13,200円
⓭	関東軍参謀部作成 総動員関係調査資料
	 永島勝介・安冨　歩 編・解題	 	 定価　9,350円
⓮	軍律法廷審判例集
	 北　博昭 編・解説	 	 定価　9,350円
⓯	南方方面海軍資料
	 野田勝久 編・解説	 	定価　10,450円
⓰	陸軍に於ける花柳病
	 早川紀代 編・解説	 	定価　10,450円
⓱	毒ガス戦教育関係資料Ⅱ
	 内藤裕史 編・解説	 	 定価　9,350円
⓲	十五年戦争末期国内憲兵分遣隊報告
	 北　博昭 編・解説	 	 定価　9,900円
⓳	日本占領下上海における日中要人インタビューの記録
	 髙綱博文 編・解説	 	定価　10,450円
⓴	満洲国軍ノ現況
	 松野誠也 編・解説	 	定価　19,800円
�	ベンゾイリン不正輸入事件関係資料
	 倉橋正直 編・解説	 	 定価　9,350円
�	終戦後の法令制定・改正・廃止経過一覧
	 茶園義男 編・解説	 	定価　10,780円
�	陸軍軍医学校防疫研究報告　全8冊・別冊1
	 常石敬一 解説	 揃定価　177,100円

�	山東出兵時における「第三師団特種研究記事」
	 福島幸宏 編・解説	 	定価　30,800円
�	宣撫月報　全8冊・別冊1
	 山本武利 解説	 揃定価　159,500円

�	五・一五事件期憲兵司令部関係文書
	 北　博昭 編・解説	 	定価　13,200円
�	関東軍化学部・毒ガス戦教育演習関係資料
	 松村高夫・松野誠也 編・解説	 	定価　22,000円
�	 資料集成　戦争と障害者〔第Ⅰ期〕全7冊
	 清水　寛 編	 揃定価　154,000円

�	陸軍省『調査彙報』　全5冊・別冊1
	 松野誠也 編・解説	 揃定価　83,600円

�	外邦測量沿革史　草稿　全4冊・別冊1
	 小林　茂 解説	 揃定価　124,300円

�	大同保育隊報告
	 藤野　豊 編・解説	 	定価　16,500円

�	戦場心理の研究　全4冊
	 岡田靖雄 解説	 揃定価　35,200円

�	満洲事変日誌記録　全3冊
	 芳井研一 解説	 揃定価　39,600円

�	「合作社事件」関係資料　全2冊
	 「合作社事件」研究会編・解説	 揃定価　44,000円

�	情　報　全9冊・別冊1
	 三好　章 解題	 揃定価　149,600円

�	 南満州鉄道株式会社 帝国議会説明資料・別冊
	 芳井研一 解説	 	定価　13,200円
�	陸軍経理学校五十年史　全3冊
	 中野　良 解説	 揃定価　39,600円

�	『研究蒐録　地図』　全3冊
	 小林茂・渡辺理絵 解説	 揃定価　59,400円

�	東京時事資料月報
	 芳井研一 解説	 	定価　13,200円
�	特調班月報・通訊　全4冊
	 三好　章 解題	 揃定価　70,400円

�	大阪府特高警察関係資料 ━昭和二〇年
	 塚﨑昌之 解説	 	定価　22,000円
�	憲兵隊が記す日中開戦時の国内状況
	 北　博昭 編・解説	 	定価　20,900円
�	内外地憲兵隊にみる検閲錬成
	 北　博昭 編・解説	 	定価　22,000円
�	戦時下政治行政活動史料 1941−1945　全3冊
	 古川隆久 編・解説	 揃定価　62,700円

�	海軍軍法会議判例類集
	 北　博昭 編・解説	 	定価　20,900円
�	陸軍軍法会議判例類集　全2冊
	 北　博昭 編・解説	 揃定価　41,800円

�	総力戦研究所関係資料集　全9冊・別冊1
	 粟屋憲太郎・中村 陵 編・解説	 揃定価　168,300円

�	台湾総督府第六十回帝国議会説明資料　全5冊
	 河原　功 解題	 揃定価　104,500円

�	迫撃第五大隊毒ガス戦関係資料
	 松野 誠也 編・解説	 	定価　22,000円
�	台湾議会設置関係書類
	 若林 正丈 解説	 	定価　27,500円
�	海軍兵学校第三七期クラス会誌『海軍生活の思い出』全1冊
	 沖田 恭祐 解説	 	定価　20,900円
�	 東京大学薬学図書館薬史学文庫所蔵「北支関係・満洲関係」綴　全３冊
	 折原　裕 解説	 	定価　59,400円
�	陸軍軍医学校防疫研究報告 第9冊・補遺　全1冊・別冊1
	 常石敬一 解説	 揃定価　22,000円

�	日本人捕虜関係資料
	 内海愛子・宇田川幸大 編・解説	 	定価　22,000円
�	陸軍登戸研究所関係資料
	 松野誠也 編・解説	 	定価　30,800円
�	尖閣群島測候所建設調査報告
	 三木　健 編・解説	 	定価　16,500円
�	満洲武装移民関係資料　全3冊
	 森　武麿 編・解説	 揃定価　83,600円

�	戦時農業団体・配給統制資料
	 齋藤邦明 編・解説	 定価　30,800円

�	日本軍奉天俘虜収容所関係資料
	 宇田川幸大 編・解説	 定価　30,800円

�	東京裁判・弁護側政策決定関係文書　全3冊
	 宇田川幸大 編・解説	 定価　88,000円
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東京裁判

1946年５月３日午前10時、
東京裁判開幕時の市ヶ谷法廷（同上）。

1947年12月31日、東条英機の弁論が行われた後、法廷の大玄関前で撮影された
被告全員の記念写真（小沢武二『東京裁判写真記録』隆生社、1948年）。 国立公文書館所蔵資料
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弁護側 政策決定
関係文書

日
本
の
侵
略
戦
争
や
、戦
争
犯
罪
の
原
因
と
責
任
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？

戦
争
責
任
を
め
ぐ
る
外
務
省
と
海
軍
と
の
泥
仕
合
。
自
衛
戦
争

論
に
傾
い
て
い
た
陸
軍
の
論
法
に
対
し
て
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク

裁
判
な
ど
か
ら
罪
刑
法
定
主
義
や
自
衛
戦
争
論
が
通
用
し
な
い

と
予
測
し
て
い
た
海
軍
が
選
ん
だ
戦
術
と
は
？　

戦
争
責
任
を

回
避
し
、
み
ず
か
ら
の
組
織
防
衛
を
第
一
に
外
務
省
、
陸
軍
と

も
対
立
を
辞
さ
な
い
海
軍
側
の
弁
護
方
針
を
生
々
し
く
伝
え
る

第
一
級
の
資
料
群
、
つ
い
に
復
刻
！

第
１
冊 
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価
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八
六
〇
〇
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体
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六
〇
〇
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／
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〇
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〇
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N
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／
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〇
二
六
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八
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〇
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二
六
〇
〇
〇
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N
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／
二
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二
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一
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行
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刊
行
に
あ
た
っ
て

�

宇
田
川
幸
大

　

極
東
国
際
軍
事
裁
判
（
以
下
、
東
京
裁
判
）
は
、
戦
争
指
導
者
を
被
告
人
と
し
て
選
定
し
、
日
本
の
戦
争
や
戦

争
犯
罪
に
つ
い
て
審
理
す
る
と
い
う
、
巨
大
な
裁
判
で
あ
っ
た
。
審
理
の
様
子
は
連
日
に
わ
た
っ
て
新
聞
や
ラ

ジ
オ
な
ど
で
報
道
さ
れ
、
人
び
と
の
注
目
を
集
め
て
い
た
。
裁
判
の
期
間
は
、
一
九
四
六
年
五
月
三
日
か
ら
四

八
年
一
一
月
一
二
日
ま
で
の
約
二
年
半
、
審
理
は
四
二
三
回
に
も
及
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
巨
大
な
裁
判
に
際

し
て
日
本
側
は
、
自
身
の
行
っ
た
侵
略
戦
争
や
戦
争
犯
罪
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
い
か
な
る
弁
明
を
展
開
し

よ
う
と
し
た
の
か
。

　

本
書
は
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
『
戦
争
犯
罪
裁
判
関
係
資
料
』（
全
六
〇
〇
三
簿
冊
、
一
九
九
九
年
度
法
務
省
移

管
文
書
）
に
含
ま
れ
て
い
る
、
東
京
裁
判
の
弁
護
側
の
政
策
決
定
に
関
す
る
資
料
の
な
か
で
、
最
も
体
系
的
な

形
で
資
料
が
綴
ら
れ
て
い
る
、
旧
日
本
海
軍
に
よ
る
記
録
を
復
刻
・
刊
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
資
料
の
作
成
者

は
、
第
二
復
員
省
（
の
ち
第
二
復
員
局
）
で
、
東
京
裁
判
の
海
軍
出
身
被
告
人
の
裁
判
対
策
を
担
当
し
て
い
た
、

元
海
軍
軍
人
た
ち
で
あ
る
。『
戦
争
犯
罪
裁
判
関
係
資
料
』
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
か
ら
国
立
公
文
書
館
で

公
開
が
本
格
化
し
、そ
の
後
、要
審
査
の
区
分
に
あ
っ
た
資
料
に
つ
い
て
も
少
し
ず
つ
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
今
回
復
刻
す
る
資
料
群
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
八
年
に
審
査
が
完
了
し
、
編
者
自
身
も
拙
著
『
東
京
裁
判

研
究
―
―
何
が
裁
か
れ
、
何
が
遺
さ
れ
た
の
か
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
二
年
）
な
ど
で
活
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、

本
資
料
群
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
研
究
者
が
閲
覧
・
使
用
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
状
態
な
の
で
、
広
く
読
者
が

活
用
で
き
る
よ
う
、
こ
こ
に
復
刻
・
刊
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

東
京
裁
判
に
お
け
る
具
体
的
な
弁
護
活
動
は
、被
告
人
の
所
属
し
て
い
た
官
僚
組
織
な
ど
が
母
体
と
な
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
実
務
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
陸
軍
出
身
の
被
告
人
に
つ
い
て
は
第
一
復
員
省
（
局
）
が
、

海
軍
出
身
の
被
告
人
に
つ
い
て
は
第
二
復
員
省
（
局
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
証
拠
収
集
を
行
い
、
弁
護
人
と
と
も
に

具
体
的
な
弁
護
方
針
を
策
定
す
る
、
と
い
っ
た
形
式
で
あ
る
。
事
実
上
、
弁
護
に
関
す
る
実
務
は
被
告
人
の
所

属
組
織
な
ど
が
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
日
暮
吉
延
『
東
京
裁
判
』
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
〇
八
年
、
前
出
『
東

京
裁
判
研
究
』
）。
従
っ
て
、
日
本
側
の
実
施
し
た
裁
判
対
策
の
実
態
や
、
彼
ら
が
日
本
の
侵
略
戦
争
や
戦
争
犯

【
推
薦
し
ま
す
】

日
本
側
は
、
何
を
／
ど
の
よ
う
に
弁
護
し
た
の
か
？

�

内
海
愛
子

　

東
京
裁
判
の
審
理
は
四
二
三
回
に
お
よ
ん
だ
。
審
理
は
速
記
担
当
者
に
よ
り
鉛
筆
書
き
で
速
記
さ
れ
、
製
本

し
て
関
係
者
に
配
布
さ
れ
て
い
る（「
国
際
軍
事
裁
判
速
記
録
」
）。一
九
六
二
年
に
朝
日
新
聞
法
廷
記
者
団
が『
東

京
裁
判
』（
上
・
中
・
下
）
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
一
九
六
八
年
に
は
新
田
満
夫
編
『
極
東
国
際
軍
事
裁
判
速
記

録
』
全
10
巻
（
雄
松
堂
書
店
）
が
刊
行
さ
れ
、
研
究
者
も
審
理
の
全
過
程
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
の
極
東
国
際
軍
事
裁
判
資
料
委
員
会
（
林
茂
、
石
田
雄
、
利
谷
信
義
）
が
刊
行
し
た

『
極
東
国
際
軍
事
裁
判
記
録　

Ⅰ
検
察
側
証
拠
書
類
／
Ⅱ
弁
護
側
証
拠
書
類
／
Ⅲ
総
記
編
』（
一
九
七
一
年
）
に

は
、
証
拠
書
類
リ
ス
ト
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

検
察
側
資
料
は
『
東
京
裁
判
へ
の
道　

国
際
検
察
局
・
政
策
決
定
関
係
文
書
』（
全
５
卷
）
が
一
九
九
九
年
に
、

『
東
京
裁
判
と
国
際
検
察
局
』（
英
文
）
が
二
〇
〇
〇
年
に
、
い
ず
れ
も
現
代
史
料
出
版
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
弁
護
側
資
料
に
つ
い
て
は
一
九
九
五
年
に
『
東
京
裁
判　

却
下
未
提
出　

辯
護
側
資
料
』（
全
８
巻
）

管轄権問題をめぐって論戦を繰りひろげる
ジョセフ・キーナン主席検事（左）と清瀬
一郎日本側弁護団副団長（右）（小沢武二
『東京裁判写真記録』隆生社、1948年）

海軍にとって大きな争点の一つとなったのは真珠湾攻撃に関しての議論
である。上記資料では検事側の追及に対して、電報や証言などをもとに
反論する必要があるとの見解が示されている（第２冊所収）。

弁明をめぐって組織間で深刻な対立が生じていた。
上記資料は、海軍と外務省との打合せに向けて準
備された海軍側の方針案であるが、外務省側に承
諾させるべき要求を５点挙げ、これに賛成しない
場合には、「泥仕合」を覚悟して外務省側に不利
になる事実も指摘するものとされた（第３冊）。

海軍側の弁護の特徴として、自衛戦争論に対しての慎重な姿勢があ
げられる。下記資料では自衛戦争論を用いた弁明をする際には、戦
前・戦時中の右翼的な弁論にはならないよう、具体的な証拠を示す
必要があるとされている（第１冊）。

現
在
、私
た
ち
が
生
き
る
政
治
・
社
会
は
、東
京
裁
判
の
時
と
比
べ
、

ど
こ
ま
で
成
長
で
き
て
い
る
の
か
？

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
過
去
の
日
本
の
戦
争
を
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
の
か
、
戦
争
責
任
の
所
在

を
ど
こ
に
見
出
す
の
か
、
各
省
・
各
被
告
人
の
戦
争
観
の
相
違
、
自
衛
戦
争
論
な
ど
に
基
づ
く

侵
略
戦
争
の
肯
定
と
戦
争
責
任
の
棚
上
げ
な
ど
、
今
日
の
情
勢
と
も
密
接
不
可
分
な
議
論
を
問

い
か
け
て
く
る
　�

―
―
　
宇
田
川
幸
大

罪
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
を
把
握
す
る
に
は
、
被
告
人
の
弁
護
を
担
っ
た
組
織
や
グ
ル
ー
プ
の
残

し
た
、
政
策
決
定
に
関
す
る
文
書
を
紐
解
い
て
ゆ
く
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。

　

し
か
し
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
各
グ
ル
ー
プ
の
政
策
決
定
過
程
を
跡
づ
け
る
こ
と
の
で
き
る
、
体
系
的

な
資
料
は
、
本
資
料
群
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。
本
資
料
群
の
内
容
は
、
海
軍
の
裁
判
対
策
に

関
す
る
も
の
が
中
心
だ
が
、
海
軍
側
が
他
省
の
弁
護
人
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
際
の
で
き
ご
と
や
、
海
軍
以
外

の
弁
護
団
の
様
子
に
つ
い
て
も
多
く
の
記
載
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
弁
護
側
が
収
集
し
た
裁
判
関
係
の
情
報
（
連

合
国
側
の
動
向
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
国
際
軍
事
裁
判
に
関
す
る
分
析
な
ど
）
も
多
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
群

を
用
い
る
こ
と
で
、
他
省
の
動
向
と
裁
判
対
策
、
あ
る
い
は
東
京
裁
判
や
当
該
期
の
政
治
史
・
外
交
史
に
関
わ

る
重
要
な
情
報
を
―
―
海
軍
の
視
点
か
ら
と
い
う
制
約
は
あ
る
も
の
の
―
―
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

本
資
料
群
は
、
近
現
代
史
研
究
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
第
一
級
の
資
料
群
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
本
資
料
群
は
、
弁
護
側
の
動
向
を
詳
し
く
知
る
こ
と
の
で
き
る
体
系
的
な
資
料
群
で
あ
る
か
ら
、
既
に

刊
行
さ
れ
て
い
る
、
検
察
側
の
政
策
決
定
文
書
（
粟
屋
憲
太
郎
ほ
か
編
集
・
解
説
『
東
京
裁
判
へ
の
道
―
―
国
際
検

察
局
・
政
策
決
定
関
係
文
書
』全
五
巻
、現
代
史
料
出
版
、一
九
九
九
年
、ハ
ー
バ
ー
ト
・
Ｐ
・
ビ
ッ
ク
ス
ほ
か
編
集『
東

京
裁
判
と
国
際
検
察
局
―
―
開
廷
か
ら
判
決
ま
で
』
全
五
巻
、
現
代
史
料
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
と
、
対
を
成
す
重
要

資
料
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
本
資
料
群
と
こ
う
し
た
既
刊
の
資
料
集
を
併
せ
て
読
み
解
く
こ
と
で
、
検

察
側
と
弁
護
側
双
方
の
、
生
々
し
い
政
策
決
定
の
過
程
を
立
体
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

な
お
、
弁
護
側
の
政
策
決
定
過
程
か
ら
は
、
①
過
去
の
日
本
の
戦
争
を
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
の
か
、
②
戦

争
責
任
の
所
在
を
ど
こ
に
見
出
す
の
か
、
③
自
衛
戦
争
論
な
ど
に
基
づ
く
、
侵
略
戦
争
の
肯
定
と
戦
争
責
任
の

棚
上
げ
（
現
在
で
い
う
と
こ
ろ
の
歴
史
修
正
主
義
・
否
定
論
）
と
い
っ
た
、
今
日
の
日
本
政
治
・
社
会
の
情
勢
と
も

密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
論
点
が
多
く
浮
か
び
上
が
る
。
現
在
、
私
た
ち
が
生
き
る
政
治
・
社
会
は
、
東
京

裁
判
の
時
と
比
べ
て
、
ど
こ
ま
で
成
長
で
き
て
い
る
の
か
―
―
。
本
資
料
群
は
、
こ
う
し
た
重
要
な
問
い
も
投

げ
か
け
る
。

　

本
資
料
群
は
、
歴
史
学
、
政
治
学
、
社
会
学
な
ど
、
多
く
の
研
究
領
域
に
お
い
て
、
お
お
い
に
活
用
さ
れ
る

べ
き
重
要
資
料
で
あ
る
。
本
資
料
群
を
復
刻
し
、
多
く
の
読
者
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
は
、
極
め

て
重
要
な
意
義
が
あ
る
と
、
編
者
は
考
え
て
い
る
。�

（
う
だ
が
わ 

こ
う
た
・
中
央
大
学
商
学
部
教
授
）

が
国
書
刊
行
会
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
表
題
に
あ
る
よ
う
に
却
下
あ
る
い
は
未
提
出
の
弁
護
側
資
料
で
あ

る
。
今
回
、
復
刻
さ
れ
る
『
東
京
裁
判
・
弁
護
側
政
策
決
定
関
係
文
書
』
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
公
開

さ
れ
た
『
戦
争
犯
罪
裁
判
関
係
資
料
』
の
う
ち
、
弁
護
側
の
政
策
決
定
に
関
す
る
海
軍
関
係
資
料
で
あ
る
。
宇

田
川
幸
大
氏
が
解
説
し
て
い
る
よ
う
に
、
裁
判
の
具
体
的
な
弁
護
活
動
は
被
告
人
の
所
属
し
て
い
た
官
僚
組
織

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
収
録
し
た
資
料
は
、
日
本
側
が
何
を
、
ど
の
よ
う
に
弁
明
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
、

そ
の
政
策
決
定
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
群
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
東
京
裁
判
研
究
で
は
、
日
本
の
戦
争
犯
罪
を
追
及
す
る
検
察
側
の
動
向
に
力
点
が
置
か
れ
、
資

料
収
集
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
検
察
側
資
料
を
中
心
に
資
料
収
集
が
行
わ
れ
復
刻
さ
れ
て
き
た
。
こ

う
し
た
研
究
動
向
か
ら
被
告
側
は
ど
の
よ
う
な
政
策
に
も
と
づ
き
、
ど
の
よ
う
な
資
料
を
収
集
し
て
弁
護
活
動

を
行
っ
て
き
た
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
の
基
礎
資
料
の
刊
行
は
遅
れ
て
い
た
。

　

本
復
刻
で
日
本
側
の
弁
護
活
動
を
射
程
に
入
れ
た
東
京
裁
判
研
究
が
さ
ら
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
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（
う
つ
み 

あ
い
こ
・
早
稲
田
大
学
平
和
学
研
究
所
招
聘
研
究
員
）

１ 

東
京
裁
判
に
お
け
る
弁
護
側
の
方
針
を
体
系
的
に
示
し
た
初
の
資
料
集
！

２ 

海
軍
側
弁
護
の
視
点
か
ら
、
陸
軍
や
外
務
省
と
の
対
立
も
浮
き
彫
り
に
。
国
家
や
組
織
、
あ
る

い
は
こ
れ
ら
に
所
属
す
る
責
任
者
が
、
存
亡
の
危
機
に
立
た
さ
れ
た
際
に
、
ど
の
よ
う
な
振
る

舞
い
を
す
る
か
、
と
い
う
普
遍
的
な
問
い
を
投
げ
か
け
る
。

３ 

歴
史
学
の
み
な
ら
ず
、
政
治
学
、
国
際
関
係
学
、
国
際
法
、
社
会
学
な
ど
、
多
く
の
研
究
領
域

で
の
活
用
が
望
ま
れ
る
。

特
色

内容
見本


